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背景と目的
フィッシュボウル方式のディスカッション練習

n ディスカッションの観察とふりかえりによる自発的な気づきを
重視した協同型の練習方法（大塚・森本(2011)を基本とする）

n 観察とふりかえりに観察支援システムFishWatchr Miniを導入
n 大学の「話し合いトレーニング」の授業の一環として実施

観察支援システムFishWatchr Mini
n スマホなどのモバイル機器で観察とふりかえりを支援

l グループ単位でリアルタイムに練習を観察
l 観察結果の視覚化，同時収録したビデオと観察結果との同期
によるふりかえりの支援

n ビデオを用いた，自己観察にも対応

分析対象の実践
n 受講生は学部１年生14人（すべて留学生）
n フィッシュボウル方式の練習を合計３回実施
n グループ数は４。各回ごとにメンバー入れ替え
n 観察用ボタンは２属性（上記の観察用画面と同一）

フィッシュボウル方式による練習の流れ

①グループAがBを観察 ②グループBがAを観察 ③各自が自己観察
（授業外活動）

④グループごとに
ふりかえり

⑤ 二つのグループ
で合同ふりかえり

ふりかえりは，
メンバー間，グルー
プ間での類似点，相
違点を中心に実施

n 時系列グラフ

n 属性別グラフ

・ 学習者のアノテーション結果をふりかえり支援に活用することを目的に分析
・ 分析時には，アノテーション結果の特徴（相違点，類似点）を視覚化

アノテーション結果の視覚化による分析

分析結果

視覚化の方針
n 複数のメンバー，グループの結果を一つのグラフに集約して表示
n メンバー間，グループ間の相違点，類似点が明確になるよう表示

⇒現在のFishWatchr Miniの表示だと難しいので，新たに考案

メンバー間での比較

メンバー間，グループ間の相違点，類似点を抽出できるか，検証

類似点：
「対等」「活発」
「多様」の観察率，評価
の傾向

相違点：
S02_02による「誠実」
「言語」での「うーん」
の評価

類似点：
「対等」の「うーん」
⇒ 1500sec

「多様」の「いいね」
⇒ 500sec

相違点（s02_02）：
「誠実」の「うーん」
⇒1250，1500sec周辺

「言語」の「うーん」
⇒ 500sec周辺

観察側

グループ間での比較

練習側
相違点：
「管理」「深さ」など全
体的に評価が分かれる

類似点：
「いいね」が集中
⇒ 1100, 1300sec付近
⇒多様な観点から評価し
ている（下図）

相違点：
同一区間内に「評価」の
異なる同種の観点が含ま
れるのは，８区間
⇒「管理」 750sec 付近
⇒「対等」 200sec 付近

類似点：
「いいね」のピーク
⇒500, 1300sec付近
⇒多様な観点を含む

相違点：
観察側の「対等」「活
発」の評価が低い
⇒1500sec付近
⇒結論のまとめ方の部分

練習側の「管理」の評価
の低さ
⇒1000～1250sec

まとめ
n アノテーション結果の特徴の視覚化方法を模索
（メンバー間，グループ間）

n １グループであるが可視化による特徴の分析

今後，より多くのアノテーション結果へ適用

n 観察用画面

(FWM のHP)


